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デジャルダン2の主催していたポンティニー旬日懇話会 les décades de Pontigny であったこ
とはあまり知られていない。 
この論文集は，ポンティニーが 20 世紀初頭に始まってから一世紀になるのを記念し総括















る。第 2 章は，リベラルな文芸雑誌『新フランス評論』La Nouvelle Revue Française 周辺の
高等遊民的な文学者達の集う知的な会合であったポンティニーをめぐって，その起源や文
学者達の議論や交流の様子が紹介されている。その際，ミシェル・ヴィノックの『知識人
の時代』Le siècle des intellectuels では軽視されている，会合に参加したドイツやイギリス
の知識人にも目が向けられていることは，特筆すべきことだろう。第 3 章では，ポンティ
ニーからスリジーへの推移部としてドイツ占領時代にアメリカに場所を移して続行された
時期とパリ郊外のロワイヨモン修道院で開催されていた 1947 年から 1952 年にかけての時
期が論じられている。ポンティニー時代は文学作品を主なる議論の対象としていたのに対
し，この頃には人文学全体へとテーマが移行していく。 
第 4 章では，各分野の専門家が様々な切り口からスリジーを分析している。第 1 章から
第 3 章までの部分を合わせてもこの論文集全体の 3 分の 1 に満たない量であるので，スリ







所に当てられ，テーブルを囲んでその準備や打ち合わせが行われていた。」[辻  1999 : 257] 
2  対話の名手であった哲学者デジャルダンはソクラテスというニックネームで呼ばれていた。  
3  [Chaubet 2000] 
4  [Paulhan 2002] 
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5 [Curtius 1925 : 327-344] 
6 [Jacquemard-de Gemeaux 1998 : 66-83] 






































                                                                











では 1 年につき 8 つの学会が開催されており，その 40％が文学であり，11％が哲学である
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